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                       「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
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                      「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
Ⅳ土工 

（１ ）土工作業の取り扱い 

林道の設計積算は、原則として次のとおりとする。 
  ①～⑥ 「略」 
  ⑦設計積算 
   図 「略」 

  （設計の説明） 「以下略」 

⑨流 用 計 画 
(1)  流 用 順 序 「以下略」 

 

（２）土工方式の区分 「表略」 

 

Ⅳ土工 

（１ ）土工作業の取り扱い 

林道の設計積算は、原則として次のとおりとする。 
  ①～⑥ 「略」 
  ⑦設計積算 
   図 「略」 

  （設計の説明） 「以下略」 

⑨流 用 計 画 
(1)流 用 順 序 「以下略」 

 
（２）土工方式の区分 「表略」 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 

 

 



4 
 

「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 

 

 XⅢ舗装工 

 Ⅰ．林道舗装 

 簡易舗装要綱、舗装の構造に関する技術基準・同解説、舗装設計施工指針、舗装設計便欄、舗装施工便欄、舗

装再生便欄、アスファルト混合所便欄、舗装試験法便欄等によることを原則とする。 

 

１、 アスファルト舗装 

 アスファルト舗装は表層（基層）と路盤により構成され、交通の円滑かつ快適な走行性を得るために実

施する。 

 

図１ アスファルト舗装の構造 

  表  層：舗装の最上部にある層 

（基 層）：路盤の不陸を整正し、表層からの 

     荷重を分散させる。粗粒度アスファルト 

 混合物など。 

  上層路盤：路盤を２種類以上の層で構成するとき 

       の上部の層。粒度調整工法、セメント安 

       定処理工法などにより築造する。 

  下層路盤：路盤を２種類以上の層で構成するとき 

       の下部の層。上層に比べて作用する 

       応力が小さいので、経済性を考慮して 

       クラッシャラン等を用いる。 

  路  床：舗装の支持力層として構造計算に用い 

                           る層 

１級２車線林道は、表層＋基層を併せて５ｃｍとする。 

その他の林道は、表層４ｃｍとする。 

ただし、著しく計画交通量に差違がある場合は再度検討を行う。 

 

    表 層 

 

上層路盤 

 

下層路盤 

 

路 床 

 

 XⅢ舗装工 

  Ⅰ．林道舗装 

    「以下略」 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
２、 構造設計の手順 

① 設計条件の設定（設計期間、舗装計画交通量、性能指標） 

② 路面設計（塑性変形抵抗性、１級２車線林道については平たん性） 

③ 構造設計（疲労破壊抵抗性） 

 

（設計期間） 

設計期間は「舗装の構造に関する技術基準」においてライフサイクルコスト等により道路管理者が定め

ることになっているが、アスファルト舗装の耐用年数を参考に標準を１０年とする。 

ただし、これによりがたい場合は道路交通条件や地域性、現場条件を総合的に勘案して設定する。 
（舗装計画交通量） 

 舗装の設計期間内の大型自動車の平均的な交通量のことであり、大型自動車の一方向当たりの日交通量の全て

が１車線を通過する考え方で、交通量の伸び率から算定する。林道は木材搬出に大型自動車を使用することから

普通道路にて検討を行う。 

 設計期間内の大型自動車の平均的な交通量のことであり、全体計画や採択要件等に用いられる自動車交通量と

して規定される計画交通量とは異なる。 

 

（性能指標） 

①疲労破壊輪数 

  舗装に４９ｋNの輪荷重をかけ疲労破壊によるひび割れが生じるまでの回数。 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
表１ 疲労破壊輪数の基準値（普通道路４９ｋN：大型自動車の平均的な交通量） 

交通量区分 舗装計画交通量     （単

位：台／日・方向） 

疲労破壊輪数      （単位：

回／１０年） 

N7 3,000以上 35,000,000

N6 1,000以上3,000未満 7,000,000

N5 250以上1,000未満 1,000,000

N4 100以上250未満 150,000

N3 40以上100未満 30,000

N2 15以上40未満 7,000

N1 15未満 1,500

 

②塑性変形輪数 

  表層温度６０℃の舗装路面に４９ｋNの輪荷重をかけ１ｍｍ変位するまでの回数。 

 

表２ 塑性変形輪数の基準値（普通道路４９ｋN：大型自動車の平均的な交通量） 

区  分 舗装計画交通量     （単

位：台／日・方向） 

塑性変形輪数      （単

位：回／ｍｍ） 

第１種、第２種、第３種第１級、

同第２級、第４種第１級 

3,000以上 3,000

3,000未満 1,500

その他  500

林道はその他道路地方部第３種第４級、同第５級を使うことが多いが、それ以外の場合は別途検討すること。

（参考：平成18年度2月 舗装設計便欄 表－２．４．１） 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 

③平たん性 

  １級２車線林道については施工直後の平たん性は2.4mm以下で設定する。 

 

３、設計方法 

経験にもとづく設計方法で設計されるアスファルト舗装は舗装設計便欄（平成１８年２月）の付表－１．２．

２による舗装の寿命調査結果から信頼度９０％を有するため、信頼度９０％を標準とする。ただし、仮設道の舗

装等については別途考慮すること。 

 

 設計方法には「経験にもとづく設計方法の場合」TA 法と「理論的設計方法の場合」とが考えられるが、ここ

では経験にもとづく設計方法の場合について説明する。  

 

（TAの計算式） 

信頼度９０％の場合 TA＝３．８４N0.16／CBR0.3 

信頼度７５％の場合 TA＝３．４３N0.16／CBR0.3 

信頼度５０％の場合 TA＝３．０７N0.16／CBR0.3 

 

（TA´「等地換算厚(cm)」の計算式） 

     n 

 TA´＝∑ai・hi 

         i=1 

TA´：等地換算厚(cm) 

  ai：舗装各層に用いる材料・工法の等値換算係数 

 hi：各層の厚さ(cm) 

  n：層の数 

 

  TA´＞TAとすること。 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
 表３ 舗装各層に用いる材料・工法の等値換算係数（ａｉ） 

使用する層 材料・工法 品質規格 等値換算係数a 

表層 基層 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 ｽﾄﾚー ﾄｱｽﾌｧﾙﾄ使用 １．００ 

上層路盤 瀝青安定処理 加熱混合：安定度3.43kN以上 ０．８０ 

常温混合：安定度2.45kN以上 ０．５５ 

ｾﾒﾝﾄ・瀝青安定処理 一軸圧縮強さ 

[7日]1.5～2.9MPa 

一次変位量[7日]5～30  1/100cm 

残留強度率[7日]65%以上 

０．６５ 

ｾﾒﾝﾄ安定処理 一軸圧縮強さ 

[7日]2.9MPa 

 

０．５５ 

石灰安定処理 一軸圧縮強さ 

[10日]0.98MPa 

 

０．４５ 

粒度調整砕石・粒度調整鉄鋼スラグ 修正ＣＢＲ80以上 ０．３５ 

水硬性粒度調整鉄鋼スラグ 修正ＣＢＲ80以上 

一軸圧縮強さ 

[14日]1.2MPa 

 

０．５５ 

下層路盤 ｸﾗｯｼｬー ﾗﾝ、鉄鋼ｽﾗｸ゙ 、砂など 修正ＣＢＲ30以上 ０．２５ 

修正ＣＢＲ20以上30未満 ０．２０ 

ｾﾒﾝﾄ安定処理 一軸圧縮強さ 

[7日]0.98MPa 

０．２５ 

石灰安定処理 一軸圧縮強さ 

[10日]0.7MPa 

０．２５ 

(注) 注意書きについては、「平成18年度2月 舗装設計便欄 表-5.2.11」のとおり。 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
表４ 表層と基層を加えた最少厚さ：大型自動車の平均的な交通量 

交通区分 舗装計画交通量     （単位：台／日・方向） 表層と基層を加えた最少厚さ(cm) 

N7 3,000以上 20(15)[注1] 

N6 1,000以上3,000未満 15(10)[注1] 

N5 250以上1,000未満 10(5)[注1] 

N4 100以上250未満 5 

N3 40以上100未満 5 

N2、N1 40未満 4(3)[注2] 

[注] 

１．（ ）内は、上層路盤に瀝青安定処理工法およびセメント・瀝青安定処理工法を用いる場合の最小厚さを示す。 

２．交通量区分N１、N２にあって、大型交通量をあまり考慮する必要がない場合には、瀝青安定処理工法およびセメント・瀝青安定処理工法の有無によらず、最小厚さは3cmとすることができる。 

 

表５ 路盤各層の最小厚さ（舗装計画交通量４０台／日・方向以上） 

工法・材料 １層の最小厚さ 

瀝青安定処理（加熱混合式） 最大粒径の２倍かつ５cm 

その他の路盤材 最大粒径の３倍かつ１０cm 

 

 

表６ 路盤各層の最小厚さ（舗装計画交通量４０台／日・方向未満） 

工法・材料 １層の最小厚さ 

粒度調整砕石、クラッシャラン ７cm 

瀝青安定処理（常温混合式） ７cm 

瀝青安定処理（加熱混合式） ５cm 

セメント・瀝青安定処理 ７cm 

セメント安定処理 １２cm 

石灰安定処理 １０cm 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
表層・基層用アスファルト混合物のマーシャル安定試験等を使用する。 

 交通量区分N1、N2の設計において、上層路盤と下層路盤の合計厚が１５cm未満の場合の設計方法 

 設計CBRが６以上の場合・・上層及び下層を区別しない。同一材料で設計し、舗装各層に用いる材料・工法

の等値換算係数（ａｉ）の係数をそのまま使用する。 

 設計CBRが６未満の場合・・上層及び下層を区分する。路盤２層からの設計とする。 

 なお、設計CBRが６未満の場合でも、過去の経験や試験施工などの結果により所定の品質を確保できる場合

には下層路盤を設けずに上層路盤のみの設計とできる。この場合は、上層路盤のみ１層の舗装各層に用いる材

料・工法の等値換算係数（ａｉ）の係数を用いる。 

 

表７ アスファルト舗装の必要等値換算厚（設計期間１０年） 

 表４～６の最小厚さを満足しない場合があるので注意すること。 

 
信頼度９０％ 「３、設計方法（TAの計算式）」より 

交通区分 計画交通量 設計CBR 

  ３ ４ ６ ８ 12 20 

N7 3,000以上 45 41 37 34 30 26 

N6 1,000以上3,000未満 35 32 28 26 23 20 

N5 250以上1,000未満 26 24 21 19 17 15 

N4 100以上250未満 19 18 16 14 13 11 

N3 40以上100未満 15 14 12 11 10 9 

N2 15以上40未満 12 11 10 9 8 7 

N１ 15未満 9 9 8 7 7 7 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
信頼度７５％ 「３、設計方法（TAの計算式）」より 

交通区分 計画交通量 設計CBR 

  ３ ４ ６ ８ 12 20 

N7 3,000以上 40 37 33 30 27 23 

N6 1,000以上3,000未満 31 29 25 23 21 18 

N5 250以上1,000未満 23 21 19 17 15 13 

N4 100以上250未満 17 16 14 13 11 10 

N3 40以上100未満 13 12 11 10 9 8 

N2 15以上40未満 11 10 9 8 7 7 

N１ 15未満 8 8 7 7 7 7 

 

信頼度５０％ 「３、設計方法（TAの計算式）」より 

交通区分 計画交通量 設計CBR 

  ３ ４ ６ ８ 12 20 

N7 3,000以上 36 33 29 27 24 21 

N6 1,000以上3,000未満 28 26 23 21 19 16 

N5 250以上1,000未満 21 19 17 16 14 12 

N4 100以上250未満 15 14 13 12 10 9 

N3 40以上100未満 12 11 10 9 8 7 

N2 15以上40未満 10 9 8 7 7 7 

N１ 15未満 8 7 7 7 7 7 

Ⅱ．設計積算の留意事項 「以下略」 
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「「治山林道事業留意事項の一部改正について」新旧対照表 
                新                 旧 
信頼度７５％ 「３、設計方法（TAの計算式）」より 

交通区分 計画交通量 設計CBR 

  ３ ４ ６ ８ 12 20 

N7 3,000以上 40 37 33 30 27 23 

N6 1,000以上3,000未満 31 29 25 23 21 18 

N5 250以上1,000未満 23 21 19 17 15 13 

N4 100以上250未満 17 16 14 13 11 10 

N3 40以上100未満 13 12 11 10 9 8 

N2 15以上40未満 11 10 9 8 7 7 

N１ 15未満 8 8 7 7 7 7 

 

信頼度５０％ 「３、設計方法（TAの計算式）」より 

交通区分 計画交通量 設計CBR 

  ３ ４ ６ ８ 12 20 

N7 3,000以上 36 33 29 27 24 21 

N6 1,000以上3,000未満 28 26 23 21 19 16 

N5 250以上1,000未満 21 19 17 16 14 12 

N4 100以上250未満 15 14 13 12 10 9 

N3 40以上100未満 12 11 10 9 8 7 

N2 15以上40未満 10 9 8 7 7 7 

N１ 15未満 8 7 7 7 7 7 

Ⅱ．設計積算の留意事項 「以下略」 

(4)アスファルト舗装工「略」 

３）瀝青材の散布 

 やむを得ず交通を開放する場合はプライムコート及び砂散布を計上

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)アスファルト舗装工「略」 

３）瀝青材の散布 

 やむを得ず交通を開放する場合はタックコート及び砂散布を計上す

る。 
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「治山林道事業設計標準歩掛の一部改正について」新旧対照表 
                      新             旧 
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「治山林道事業標準図の一部改正について」新旧対照表 
                      新             旧 

 


